
（様式第 10 号）（第 53 条、第 54 条の２、第 55 条関係）

施工状況等報告書

平成 28年 10月 28日 

長野県知事 殿

 （ 長野市長 殿 ）

住 所 長野市箱清水一丁目３番８号

氏 名 長野広域連合

長野広域連合長 加 藤 久 雄

 法人にあっては、主たる事務所の

 所在地、名称及び代表者の氏名

  長野県環境影響評価条例第 32 条第１項（長野県環境影響評価条例第 40 条第１項において準

用する同条例第 32 条第１項）の規定により、下記のとおり送付します。

記

 対 象 事 業 の 名 称 長野広域連合A焼却施設建設事業

報 告 対 象 期 間
平成 28年 7月 1日から

平成 28年  9月 30日まで

環境の保全のための措置の状況 別添のとおり

 対 象 事 業 の 実 施 状 況 別添のとおり

 （備考）必要に応じ、環境の保全のための措置の状況又は対象事業の実施状況に係

     る図面又は写真を添付すること。
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１．環境の保全のための措置の状況
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長野広域連合A焼却施設建設事業に係る環境影響評価事後調査（工事中）_環境保全措置状況（1/2）

添付資料

住宅地を避けたルートの設定 回避 住宅地を避けたルート設定を行い、案内図により周知徹底

搬入時間の分散 低減 現場工程打合せにより搬入時間（分散化）の調整

交通規制の遵守 低減 現場教育時に交通規制遵守への指導

暖機運転（アイドリング）の低減 低減 アイドリングストップの指導、実施状況の管理

土砂搬出車両の荷台のシート覆い 低減
土砂搬出時は荷台シート覆いの設置
（原則、場外土砂搬出は行わない計画とします。）

場内再利用により、場外土砂搬出は行わない予定です。 －

土砂運搬車両等のタイヤ洗浄 低減 タイヤ洗浄機の設置し、タイヤ洗浄の実施

工事用出入り口の路面洗浄 低減 散水による路面洗浄の実施

排出ガス対策型機械の使用 最小化 排出ガス対策型機械の採用 排出ガス対策型機械を採用し、排出ガス抑制を図った。 ④

建設機械稼働時間の抑制 低減 現場工程打合せにより適正な稼働時間の調整 毎日の打合せにより稼働時間の調整を行った。

建設作業機械の分散配置 低減 建設機械の配置に配慮し、住宅地から離れた位置に建物を計画 住宅地から離れたい位置に建設機械を配置する。

ダンプトラックのアイドリング停止 低減 アイドリングストップの指導、実施状況の管理 工事関係者に指導・教育を行い、周知徹底を図る。

工事区域に仮囲いを設置 最小化 工事区域に仮囲い（3m）を設置（住宅地側は仮囲い（5m）） 工事区域には仮囲いを設置した。 ⑤

排出ガス対策型機械の使用 最小化 排出ガス対策型機械の採用 排出ガス対策型機械を採用し、排出ガス抑制を図った。 ④

工事区域への散水 低減 粉じん飛散防止のため、散水の実施 散水車を使用し、粉じん飛散防止を図った。 ③

住宅地を避けたルートの設定 回避 住宅地を避けたルート設定を行い、案内図により周知徹底

搬入時間の分散 低減 現場工程打合せにより搬入時間（分散化）の調整

交通規制の遵守 低減 現場教育時に交通規制遵守への指導

工事区域に仮囲いを設置 最小化 工事区域に仮囲い（3m）を設置（住宅地側は仮囲い（5m）） 工事区域には仮囲いを設置した。 ⑤

低騒音型機械の使用 最小化 低騒音型機械の採用 低騒音型機械を採用し、騒音抑制を図った。 ④

建設機械の稼働時間の遵守 最小化 現場工程打合せにより適正な稼働時間の調整 毎日の打合せにより稼働時間の調整を行った。 ②

住宅地を避けたルートの設定 回避 住宅地を避けたルート設定を行い、案内図により周知徹底

搬入時間の分散 低減 現場工程打合せにより搬入時間（分散化）の調整

交通規制の遵守 低減 現場教育時に交通規制遵守への指導

低振動型機械の使用 最小化 低振動型機械の採用 振動の少ないアースオーガーを採用し杭工事での振動抑制に努めた。 ④

建設機械の稼働時間の遵守 最小化 現場工程打合せにより適正な稼働時間の調整 毎日の打合せにより稼働時間の調整を行った。 ②

揚水量を低減する掘削工法等の検討 最小化 湧水の揚水抑制のため、遮水工法（SMW、止水改良）の採用

掘削深度の最小化 最小化 掘削深度が最小となるよう、施設設計の実施

濁水を抑制する揚水方法の選定 低減 湧水の揚水抑制により、濁水の発生も低減

湧水の濁水化防止 低減 湧水揚水時は仮設沈砂槽に貯留し濁水化の防止 －

湧水の濁りの監視 低減 湧水揚水時は濁水状況を監視し、状況に応じ濁水沈降の上、上澄水を放流 －

地区外流出抑制対策の実施 低減 工事区域内での地下浸透の促進、素掘り側溝の設置

仮設沈砂池の設置 低減 仮設沈砂池の設置により、濁水流出の低減

雨水排水の濁りの監視 低減 降雨時は濁水状況を監視し、状況に応じ濁水沈降の上、上澄水を放流

凝集剤による土壌の沈殿促進 低減 降雨時は濁水状況を監視し、状況に応じ、凝集剤による土壌の沈殿促進

揚水量を低減する掘削工法等の検討 最小化 湧水の揚水抑制のため、遮水工法（SMW、止水改良）の採用

掘削深度の最小化 最小化 掘削深度が最小となるよう、施設設計の実施

止水矢板等の設置による影響範囲の最小化 最小化 遮水工法（SMW、止水改良）による影響範囲の最小化

地下水位モニタリングの実施 低減 地下水位計による地下水位モニタリングの実施 敷地内の地下水位計により地下水位モリタリングを実施しています。 ⑧

３
振
動

（１）工事関係車両の走行による影響 工事関係車両走行ルート

（２）建設機械の稼働による影響 対象事業実施区域

５
水
象
（１）工事による影響 対象事業実施区域

４
水
質

（１）工事による影響（平常時） 対象事業実施区域

（２）工事による影響（降雨時） 対象事業実施区域

対象事業実施区域

２
騒
音

（１）工事関係車両の走行による影響 工事関係車両走行ルート

（２）建設機械の稼働による影響 対象事業実施区域

１
大
気
質

（１）工事関係車両の走行に伴う大気質

工事関係車両走行ルート

対象事業実施区域

（２）建設機械の稼働に伴う大気質 対象事業実施区域

（３）建設機械の稼働に伴う粉じん

対
象

内容 作業位置
種類

環境保全措置

実施内容 実施状況
環境保全措置

工事関係者に指導・教育を行い、周知徹底を図った。
・新規入場教育
・毎日の打合せ（搬入時間の調整など）
・災害防止協議会

平成28年11月以降から湧水の揚水を予定しています。

施工計画にて揚水抑制のため、遮水工法を採用しています。

タイヤ洗浄機、散水車を使用し、粉じん飛散防止を図った。

工事関係者に指導・教育を行い、周知徹底を図った。
・新規入場教育
・毎日の打合せ（搬入時間の調整など）
・災害防止協議会

工事関係者に指導・教育を行い、周知徹底を図った。
・新規入場教育
・毎日の打合せ（搬入時間の調整など）

施工計画にて揚水抑制のため、遮水工法を採用しています。

雨水は素掘り側溝、工事用仮設井戸、排水釜場を設け、場内に地下浸
透していることを降雨時に監視し、場外への濁水流出防止を図った。

⑥

⑦

⑥

①、②

③

①、②

①、②

①、②

【環境保全措置の種類】

回避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。

最小化：実施規模または程度を制限すること等により、影響を最小化する。

修正：影響を受けた環境を修復、回復または復元すること等により、影響を修正する。

低減：継続的な保護または維持活動を行うこと等により、影響を低減する。

代償：代用的な資源もしくは環境で置き換え、または提供すること等により、影響を代償する。
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長野広域連合A焼却施設建設事業に係る環境影響評価事後調査（工事中）_環境保全措置状況（2/2）

添付資料

土砂搬出車両荷台のシート覆い 低減
土砂搬出時は荷台シート覆いの設置
（原則、場外土砂搬出は行わない計画とします。）

場内再利用により、場外土砂搬出は行わない予定です。 ―

土砂運搬車両等のタイヤ洗浄 低減 タイヤ洗浄機の設置し、タイヤ洗浄の実施

工事用出入り口の路面洗浄 低減 散水による路面洗浄の実施

工事区域への散水 低減 粉じん飛散防止のため、散水の実施

揚水量を低減する掘削工法等の検討 最小化 湧水の揚水抑制のため、遮水工法（SMW、止水改良）の採用

掘削深度の最小化 最小化 掘削深度が最小となるよう、施設設計の実施

止水矢板等の設置による影響範囲の最小化 最小化 遮水工法（SMW、止水改良）による影響範囲の最小化

地下水位モニタリングの実施 低減 地下水位計による地下水位モニタリングの実施 敷地内の地下水位計により地下水位モリタリングを実施しています。 ⑧

流動化物（砂等の礫間充填物）を採取しない揚水方法の採用 低減 揚水抑制により、流動化する砂礫等の採取低減 施工計画にて揚水抑制のため、遮水工法を採用しています。 ⑥

公共施設としてふさわしい規模の緑化 修正 緑化率20％を確保

現存植生等を考慮した植栽及び緑化 修正 植栽及び緑化に在来種を選定

屋上緑化・壁面緑化 代償 屋上緑化・壁面緑化を検討

９
動
物
（１）工事による影響 対象事業実施区域

「大気質」、「騒音」、「振動」、「水質」、「植物」の
工事による影響の環境保全措置を実施

― 「大気質」、「騒音」、「振動」、「水質」、「植物」の項目に準じる 「大気質」、「騒音」、「振動」、「水質」、「植物」の項目に準じます。 ―

10

生
態
系

11

仮囲いの色彩等の考慮 低減 住宅地を考慮した仮囲いの色彩、デザインを採用

12
ふ
れ
あ
い
活
動
の
場

13
建設発生土の再利用 低減 発生土を場内の埋め戻し等に再利用 場内発生土を造成盛土として再利用しています。 ⑨

コンクリートくず、金属くず、木くず等の再生利用 低減 コンクリートくず、金属くず、木くず等の再利用 平成29年1月以降から建設廃棄物の再利用を予定しています。 ―

現場での分別排出 低減 現場発生廃棄物の分別搬出 現場発生廃棄物は分別搬出を行っています。 ⑨

―

対
象

内容 作業位置 環境保全措置

環境保全措置

種類 実施内容 実施状況

タイヤ洗浄機、散水車を使用し、粉じん飛散防止を図った。 ③

６
土
壌
汚
染

（１）工事による影響 対象事業実施区域

７
地
盤
沈
下

（１）工事による影響 対象事業実施区域

８
植
物
（１）緑化 対象事業実施区域

（１）工事による影響 対象事業実施区域
「大気質」、「騒音」、「振動」、「水質」、「植物」、「動物」の
工事による影響の環境保全措置を実施

―

（１）工事による影響 対象事業実施区域

工事区域周辺への仮囲いの設置 最小化
景
観

「大気質」、「騒音」、「振動」、「水質」の工事による影響
の環境保全措置を実施

―

（１）工事による影響 対象事業実施区域
廃
棄
物
等

（１）工事による影響 対象事業実施区域 「大気質」、「騒音」、「振動」、水質」の項目に準じる

施工計画にて揚水抑制のため、遮水工法を採用しています。

外構設計にて以下の点を考慮の上、協議中。
・緑化率20％の確保
・在来種の選定
・屋上緑化・壁面緑化の採用

「大気質」、「騒音」、「振動」、「水質」、「植物」、「動物」の項目に準じます。

工事区域には仮囲いを設置した。
（周辺環境に配慮した白色系の仮囲いを採用）

「大気質」、「騒音」、「振動」、水質」の項目に準じます。

⑤

―

―

⑥

「大気質」、「騒音」、「振動」、「水質」、「植物」、「動物」の項目に準じる

工事区域に仮囲い（3m）を設置（住宅地側は仮囲い（5m））

【環境保全措置の種類】

回避：全部又は一部を行わないこと等により、影響を回避する。

最小化：実施規模または程度を制限すること等により、影響を最小化する。

修正：影響を受けた環境を修復、回復または復元すること等により、影響を修正する。

低減：継続的な保護または維持活動を行うこと等により、影響を低減する。

代償：代用的な資源もしくは環境で置き換え、または提供すること等により、影響を代償する。
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■新規入場者教育資料

住宅地を避けたルートからの出入りおよびアイドリングストップの指導

交通規制の遵守

添付資料①
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■毎日の打合せ（状況写真）
　　毎日の打合せにて以下の点についても調整を実施しています。（１日１回実施）

・搬入時間（分散化）の調整
・建設機械稼動時間
・建設機械の配置

■災害防止協議会（状況写真）
　　災害防止協議会にて以下の点についても指導・教育を実施しています。（月１回実施）

・アイドリング防止
・交通規則の遵守

添付資料②
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■高圧洗浄機によるタイヤ洗浄状況

■散水による路面の洗浄状況

■粉じん飛散防止のため、散水車にて散水状況

添付資料③
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■排出ガス対策型／低騒音・低振動型機械の採用

　・発電機／（排出ガス対策型／低騒音型）

　・アースオーガー／（騒音・振動に配慮した杭打ち工法）

　・バックホウ／（超低騒音型）

添付資料④
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■工事区域の仮囲い状況

・仮囲いの状況（全景）

・住宅地側仮囲い（５ｍ）の設置状況

添付資料⑤
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■遮水工法の採用（掘削部の遮水により揚水抑制を図る。）

添付資料⑥

　１．SMW柱列式地中連壁工事施工計画
　　　・地下帯水層の遮水
　　　　地盤変状対策として、セメント系ソイル柱列壁を設置して地下帯水層の遮水を行う。
　　　　セメント系ソイル柱列壁は、原位置土と混合液とをミキシングして地下にソイルセメント
　　　　壁を造成する工法であり、地下帯水層の遮水を行うことで掘削場所の湧水の抑制を図る。

　２．二重管ストレーナー複層式薬液注入施工計画
　　　・掘削底部の遮水
　　　　掘削底部では、水ガラス系無機溶液型土質安定剤による止水改良を行い、掘削底部
　　　　からの湧水の抑制を図る。
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■雨水の場内地下浸透（対策状況）

・素掘り側溝

・浸透桝

・仮設井戸（排水釜場）

添付資料⑦
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■地下水位モニタリング（結果）

（考察）

TP.：TokyoPeil（東京湾平均海面）で標高の基準となる値を指す。

 敷地内における地下水位計（2箇所）において、孔内
水位変動の観測を行った。
2箇所における地下水位の変動がほぼ同じであること
から、敷地内での地下水位は均一していることがわか
る。
また、7月から9月の地下水位（平均）は341.9TP.mと
なっており、環境影響評価書に示される342TP.ｍとほ
とんど同じであるので工事中による影響はなく、気象
による変動であったと考える。
特に、９月の降雨量が多いのに比例して地下水位も
上っていることからも敷地内の雨水が地下浸透してい
ることも推測される。

添付資料⑧

（平均） 341.90

341.78 341.73 342.05
観測孔② 341.86 341.84 342.16
観測孔①

7月 8月 9月
地下水位（TP.m）

観測点-２

観測点-１

観測点-２

観測点-１
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■建設発生土再利用／現場での分別搬出

　・建設発生土を造成盛土として再利用状況

　・産廃分別状況

添付資料⑨
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２．対象事業の実施状況に係る図面、写真
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現況写真

７月

８月

９月

（凡例） ：敷地境界線
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■工事工程表（7月～9月）

1
6



SMW（連壁）工事

薬液注入工事

杭工事

主な工事写真
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